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★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

数学は問題を多く解くことが重要です。副教材を用いて問題をたくさん解いてください。ただ答

えを求めるだけでなく、大切なことは途中式や考え方も書くことです。また、各自答え合わせとや

り直しをきちんとすること。答え合わせだけでは採点になってしまうので、自分がどこでつまずい

たかを知るためにやり直しをすることが大切です。単なる採点にならないよう注意してください。

答え合わせをしたらもう一度その問題にチャレンジし、何も見ずに自分の力だけで解けるようにな

るまで何度も繰り返しチャレンジしてください。 

問題集を解く際は問題集ノートを用意し、担当の先生の指示に従って提出しましょう。 

・数と式、図形と計量、二次関数およびデータの分析についての基礎的な知識や技能を習得する。 

・様々な事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにする。 

・数学を問題の解決に活用する態度を身につける。 

授業の内容に対して興味をもち、意欲

を持って演習や課題に取り組むことが

できる。また、習得した数学的な知識や

考え方を様々な問題を解決する道具と

して数学を活用しようとする態度をも

っている。 

評価方法 

a 関心・意欲・態度 

提出物 

b 数学的な見方や考え方 

c 数学的な技能 d 知識・理解 

方程式や関数、グラフなど、数学の授業

で得た知識や考え方を用いて様々な問題を

解決するための考える力を育成している。 

評価方法 

定期考査・確認テスト・提出物 

計算をすることやグラフをかくことな

ど、問題を解決するための考える力を育成

し、数学を活用するために必要な計算力や

表現力、処理能力を身につけている。 

評価方法 

定期考査・確認テスト・提出物 

授業で扱う数学的な記号や式、グ

ラフの定義（ルール）、計算の方法な

どの基本的な数学の仕組みを理解し

ている。 

評価方法 

定期考査・確認テスト・提出物 



４　学習プログラム（年間学習指導計画　１学期） 　　　　　　　★学習が終わったところで自己評価しよう！

A…達成した　B…概ね達成した　C…課題を残した　D…多くの課題を残した
自己

評価 a b c d

整式の加法と減法
(単項式・整式の整理)

○ ○ ○

整式の加法と減法
(多項式の計算)

○ ○ ○

整式の乗法 ○ 〇 ○ ○

因数分解
(基本)

○ ○ ○

因数分解
(たすき掛け)

○ ○

因数分解
(共通因数・置き換え)

○ ○ ○

因数分解
(次数での整理)

○ ○

実数 ○ ○ ○ ○

平方根 ○ ○ ○

根号を含む式の計算 ○ ○ ○

1次不等式 〇 ○ ○

連立不等式 ○ ○ ○

不等式の応用 ○ ○

絶対値を含む
方程式・不等式

○ ○ ○

関数とグラフ ○ ○ ○ ○

2次方程式 ○ ○ ○

2次関数のグラフ ○ ○ ○

評価方法

提出物
確認テス

ト
定期考査

提出物
確認テスト
定期考査

主な評価の観点
単元の評価基準(生徒の到達目標）

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 置き換え等の展開の工夫を理解し、やや複雑な整式の計算ができる。
c 整式の加法・減法・乗法の計算ができる。乗法公式を理解し、展開ができる。
d 単項式や多項式の次数や係数を理解する。指数法則、分配法則、乗法公式を理解す
る。

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 式の一部を文字で置き換えるなど、工夫して式を因数分解することができる。
　複数の種類の文字を含む式を一つの文字について整理し、因数分解することができ
る。
c 因数分解の公式を利用して式を因数分解することができる。
d 共通因数をくくり出だす。因数分解の公式を理解する。

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
ｂ絶対値の意味を理解する。場合分けをして、絶対値記号をはずす事ができる。
c 数を実数まで拡張することの意義を理解する。平方根を含む式の計算ができる。
　分母の有理化ができる。
d 有理数は、有限小数か循環小数のいずれかで表されることを理解する。平方根を理解
する。

学
期

学習内容

1次不等式

1
学
期
中
間

1
学
期
期
末

2次関数と
そのグラフ

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 与えられた問題から、1次不等式を作り、それを解くことができる。
c 1次不等式や連立不等式を解くことができる。
　絶対値を求めることができる。
d 1次不等式、連立不等式の意味を理解している。

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 関数の定義域が与えられたとき、グラフを元に値域を求めることができる。
c 1次関数のグラフをかき、最大値、最小値を求めることができる。
　因数分解を用いて、2次方程式を求めることができる。
　平行移動したグラフの頂点を求め、グラフをかくことができる。
　平方完成をすることができる。
d 関数f(x)の使い方を理解している。
　2次方程式の解の公式を理解している。
　平方完成して、グラフをかくことができる。

単元

（学習項目）

整式

因数分解

実数



４　学習プログラム（年間学習指導計画　２学期） 　　　　　　　★学習が終わったところで自己評価しよう！

A…達成した　B…概ね達成した　C…課題を残した　D…多くの課題を残した
自己

評価 a b c d

２次関数の最大・最小 ○ ○ ○

２次関数の定義域と
最大・最小

○ ○ ○

最大・最小の応用 ○ ○

２次関数の決定 ○ ○ ○

２次方程式の解法 ○ ○

２次方程式の実数解
の個数

○ ○ ○

２次関数のグラフとｘ
軸との関係

○ ○ ○

２次不等式の解き方
（共有点をもつとき）

○ ○ ○

２次不等式の解き方
（共有点をもたないと
き）

〇 ○ ○

連立不等式 〇 ○ ○

連立不等式の応用 〇 ○

三角比の定義 〇 ○ ○

三角比表 〇 ○ ○

三角比の応用 〇 ○

三角比の相互関係 ○ ○ ○

90°-θの三角比 〇 ○ ○

１８０°ーθの三角比 〇 ○ ○

等式を満たすθ 〇 ○ ○

三角比の相互関係 〇 ○ ○

2
学
期
中
間

2
学
期
期
末

学
期

学習項目 単元の評価基準(生徒の到達目標）
主な評価の観点単元

(学習項目)

鋭角の
三角比

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 木の高さや標高などを、三角比を利用して求めることができる。
c 直角三角形を利用して、sinθ、cosθ、tanθを求めることができる。
　30°、45°、60°の三角比を求めることができる。
d sinθ、cosθ、tanθの定義を理解している。
　その他の角度の三角比もあることを理解する。

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
c 相互関係を用いて、1つの三角比から残り2つの三角比を求めることができる。
　90°-θの三角比を利用して、45°以上の三角比を45°以下の三角比で表すことができる。
　120°、135°、150°、０°、90°、180°の三角比を求めることができる。
　180°-θの三角比を利用して、90°以上の三角比を90°以下の三角比で表すことができる。
　三角比の入った方程式から角度を求めることができる。
d 90°-θの三角比を理解する。
　180°までの三角比の定義を理解する。
　180°-θの三角比を理解する。
　三角比の入った方程式を理解する。
　三角比の相互関係を理解する。

三角比の拡
張

2次方程式
と2次不等

式

2次関数と
そのグラフ

2次方程式
と2次不等

式

評価方法

提出物
確認テス

ト
定期考査

提出物
確認テス

ト
定期考査

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 2次方程式の解の個数問題を、判別式を通して
　2次不等式に帰着させ、それを解くことができる。
　2次方程式の解の条件から2次関数とx軸との関係を見出し、
　判別式を通して2次不等式の問題に帰着させ、それを解くことができる。
　与えられた問題から、連立不等式を作り、それを解くことができる。
c 因数分解や解の公式を利用して、2次不等式を解くことができる。
　2次の符号がマイナスである2次不等式を解くことができる。
　D=0、D<0になる2次不等式を解くことができる。
　1行で表された不等式から連立不等式を導き、それを解くことができる。
d 2次不等式の解き方を理解する。
　2次不等式の解を2次関数のグラフを利用して、解くことを理解している。

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
b 文字の入った2次関数を平方完成し、軸と定義域の関係から
　最大値・最小値を求めることができる。
c グラフをかいて、最大値・最小値を求めることができる。
　定義域に制限のついた2次関数の最大値・最小値を求めることができる。
　与えられた条件を満たす2次関数を求めることができる。
　3元1次連立方程式を解くことができる。
d 2次関数の最大値・最小値を理解する。
　定義域に制限のついた2次関数の最大値・最小値を理解している。

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
c 2次方程式を因数分解、解の公式を用いて解くことができる。
　判別式を用いて、2次方程式の実数解の個数を求めることができる。
　与えられた実数解に関する条件から文字の範囲を求めることができる。
　2次関数のグラフとx軸との交点を求めることができる。
d 2次方程式の実数解の個数と判別式の符号の関係について理解している。
　判別式と、2次関数のグラフとx軸との位置関係の関係性を理解する。



４　学習プログラム（年間学習指導計画　３学期） 　　　　　　　★学習が終わったところで自己評価しよう！

A…達成した　B…概ね達成した　C…課題を残した　D…多くの課題を残した
自己

評価 a b c d

正弦定理 〇 ○ ○

余弦定理 〇 ○ ○

正弦定理と余弦定理の応用 〇 ○

三角形の面積 〇 ○ ○

データの整理と代表値 〇 ○ ○

四分位数 〇 ○ ○

箱ひげ図 〇 ○ ○

分散と標準偏差 〇 ○ ○

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
c 度数分布表・ヒストグラムを用いて、データを整理することができる。
　四分位数・四分位範囲・四分位偏差を求めることができる。
　箱ひげ図をかくことができる。
　分散・標準偏差を求めることができる。
d 平均値・最頻値・中央値の意味を理解する。
　四分位数・四分位範囲・四分位偏差の意味を理解する。
　箱ひげ図の意味を理解する。
　分散・標準偏差の意味を理解する。

データ
の分析

3
学
期

評価方法

提出物
確認テスト
定期考査

三角形
の応用

a 授業の内容に興味をもち、意欲を持って演習や課題に取り組むことができる。
c 正弦・余弦定理を利用して、外接円の半径、辺の長さ、角の大きさなどを求めることができる。
　公式を用いて面積を求めることができる。
d 正弦・余弦定理を理解する。
　三角形の面積の公式を理解する。

学
期

学習項目 単元の評価基準(生徒の到達目標）
主な評価の観点

単元


